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会員増強について思うこと

　花水木の咲く新緑の美しい季節となりました。ロータリアンの皆様には元気
でお過ごしのことと思います。さて今期、私に残された課題は 3つあります。
　一つには、6月 5 日の「日台ロータリー親善会議」を無事成功させること、
二つ目はロータリー・リーダーシップ研究会を立ち上げること、三つ目は会員
増強の目標の 65 名を達成することです。この三つの課題を是が非でも成し遂
げ次年度にバトンタッチしていきたいと願っています。二つ目までは既にガバ
ナー・マンスリーで触れているので、会員増強について地区内ロータリアンに
最後のお願いをするものです。
　そもそも、会員増強を何故行う必要があるのでしょうか。クラブにあっては
予算組の必要性から、はたまたクラブの衰退の懸念からその必要性が説かれま
すが、それはあくまでクラブ内の自己都合によるものです。世間一般には関係
のないことであり、ロータリーの魅力を語り、理解を得て入会していただき「奉
仕の理念」を共有する同士を増やすのが大義です。将来的に奉仕をする人を増
やすことは、それ自体最高の奉仕ではないでしょうか。会員を増やすことは「奉
仕の機会」を増やすことでもあります。
　日本は 3つのゾーンに分かれています。以前は 4つのゾーンでしたが 2009
年 7 月 1 日から 3つのゾーンに縮小されました。世界は日本の地区数と同じ数
の 34 ゾーンに分けられています。世界の 122 万人のロータリー人口を 34 で割
ると 1ゾーンあたり約 3万 5 千人になります。RI 理事会は 8年に 1 度、ゾー
ン内のロータリアン数をほぼ等しくするために見直すことになっており、現在
の日本のロータリアン数 8万 9千人を考慮すると、また減らされる（例えば 2.5
ゾーン）ことも懸念されています。それが何故問題なのか。
　RI 理事は 17 人います。この 17 人の理事と RI 会長および RI 会長エレクト
の 19 人で理事会が構成されます。理事は 34 のゾーンから 4年ごとに選出され
ることなっています。ゾーンが減るということは日本からの RI 理事が不在の
年度が生まれることになるのです。すなわち日本のロータリアンの声を RI 理
事会に届けることが頗る困難になるということです。会員増強ということは 1
クラブの問題に留まらず、日本のロータリーのアイデンティティーにとっても
大きな問題なのです。この 4月に規定審議会がシカゴで開催されました。これ
までのロータリーを揺るがす制定案が幾つか可決されたようです。

ガバナー
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　この度、富山第1分区のIMでは、立山黒部ジオパークを形成する「黒部川の営み」というテーマで、シンポ
ジウム形式のIMを行ないました。
　昭和38年に黒四ダムが完成して以来、電力開発はもとより地域の治水事業にも大きく貢献され、私たちは
大変安定した生活を営んでいます。しかし、毎年70万㎥ともいわれる土砂が黒部奥山で、そのおおむねが堆
積している訳ですが、その反面、海岸縁では寄り廻り波で浸食作用が進み、どんどん削られています。この相
反する現象を私たちはどう向きあっていかなければならないかを、3人の講師の方々に意見を頂きました。
　すぐ結論は出ないものの、現実のこの問題としっかりと向きあっていかなければならないとの認識を深める
事ができました。

　次年度のPETSも終わり、柳生年度も締め括りにさしかかる３月20日、分区７クラブから289名の登録を
頂き、「人生の約束」の町新湊において盛大に都市連合会を開催いたしました。
　生憎富山第１分区の都市連合会と同日開催となりまして、ガバナーには大変ご迷惑をおかけ致しました。
　１部、２部、３部と大変欲張った企画としまして、１部は各クラブより「私のロータリーモーメント」と題
して、入会間もない会員からもロータリーの印象を語って頂き、ベテラン会員からは先輩会員の葬儀の模様を
感動的に語って頂き100人100様のロータリー、多様なロータリーを勉強させて頂きました。
　２部は長谷川綾子講師の「人を引き寄せる新しい生き方」と題して、人間の脳の反応を分かり易くご講演い
ただき、これまた「もっと早く知りたかった」と思わせる話でした。１部、２部と十分脳に血液が回ったとこ
ろで、第３部は地元の和太鼓の演奏を聴いて、おいし
い魚を食し、おいしいお酒でのどを潤し、存分にロー
タリーを楽しんで頂けたものと思っております。
　各クラブの「私のロータリーモーメント」を発表頂
いた方々、講師の長谷川綾子様、そして当日ご参加頂
いた、ご来賓各位、また沢山のロータリアンの皆様、
ありがとうございました。
　そして最後になりましたが今日のために連日準備に
ご尽力頂きました、実行委員長、委員の方、クラブ会
長、幹事、事務局員に心より感謝申し上げます。

富山第1分区

富山第3分区

立山黒部ジオパークを形成する｢黒部川の営み｣

富山第３分区都市連合会を終えて

ガバナー補佐　平野　　明

ガバナー補佐　池田　　茂

IM

IM

I N T E R C I T Y  M E E T I N G

I N T E R C I T Y  M E E T I N G
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能美ロータリークラブ 創立45周年記念式典

国際ロータリー第2610地区

　３月 27 日設立記念日に、能美ＲＣ創立 45 周年式典を、柳生ガバナー、地元の能美市長、川北町長を
始め、多数のご来賓・招待者のご臨席を得て、盛大に開催致しました。
　当クラブには、海外に姉妹クラブとして 韓国 釜山南川ＲＣを持っていますが、国内に友好クラブが
有りません。その事から今回、国内のＲＣとの友好クラブ締結を第一の記念事業として企図致しました。
　当地には、北陸地区有数の国指定古墳群と伝統工芸九谷焼が有ります。そして群馬県高崎市には、国
内でも著名な国指定古墳群と高崎だるまという特産品が有ります。この様に、共通する古代と現代を持
つ地を、北陸新幹線で接ぐと言う趣旨で「高崎南ＲＣ」とご縁を結ぶ事が出来ました。
　当日、両会長の下で友好クラブ調印式を行い、今後の友情の深まりを誓いました。新しく友を得たこ
の創立 45 周年を機に、一層の奉仕活動を進めて行く所存であります。

　2016 年 4 月 11 日（月）津幡町勝崎館：彩鳳に於いて、台北新都扶輪社社長、林　宏達氏始め、社員 4名、
2610 地区柳生ガバナー・中川パストガバナー・石澤地区幹事、親クラブの河北RC金津会長・メンバー
4名のご臨席を賜り、友好クラブ締結調印式が執り行われた。
　岡田会長に続き林社長の締結までの経過報告も交えた式辞に続き、締結同意書署名。
　続いて、ご臨席を賜った柳生ガバナー、中川パストガバナーより、締結を祝すと同時に両クラブの発
展を期す祝辞を頂き、厳粛な中にも和やかに調印式を終えた。
　会場を福寿の間に移動し締結祝賀会、台北新都扶輪社社員の紹介とスピーチのあと、金津河北RC会
長の乾杯でスタート、ひがしの芸奴さんの日本舞踊「宝船」で祝宴も最高潮、両クラブメンバー相互に
会話も弾み、互いの交流と発展を誓い合う和やかな宴、締結を祝し、記念品・お土産の交換もあり、「手
に手つないで」合唱で終演・・・。

友好クラブ締結調印式
2610地区河北南ロータリークラブ・3520地区台北新都扶輪社
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　3月26日～29日、受け入れ交換留学生の修学旅

行。アメリカ、カナダ、オーストラリアからの11

人。期待を胸に富山、金沢を発ち第１日目はまず宮島

(広島県)へ。厳島神社の美しさに魅了された様子。同

様に放し飼いの鹿の可愛さに皆心癒されたよう。全員

があの名物『紅葉饅頭』を「美味しい！」と絶賛。

　第２日目、広島原爆ドーム、平和記念資料館見学。

例年、学生たちが大きな衝撃を受け真剣な面持ちにな

る場所。今年の彼等も音声ガイドを耳に丁寧に見て

回っている姿が印象深かった。

　その後は姫路城(岡山県)へ。日本の『城』に異国の

文化を体感したに違いない。昼食の『広島お好み焼

き』はお楽しみの一つだったよう。嬉々として堪能。

　第３日目、丸1日大阪ユニバーサル・スタジオ・

ジャパン。出発前からこれを一番期待していた学生

も多かった。各々が十二分に映画の世界に満足した笑

顔。勿論、想い出のお土産を一杯！

　第４日目最終日、前日の疲れが皆の顔に見える。ほ

ころびかけた桜が河岸に美しい『水の都大阪』の水上

バスに乗船。のんびりほっこり春を味わった一時間。

　そして大阪城。姫路城では天守閣に登れなかったが

ここでは全員歩いて天守へ。見晴らしを愛でながら先

の姫路城との違いを何か感じたろうか？

　午後は大阪の繁華街『アメリカ村』で締めの買い物

散策。ラーメン、たこ焼きが美味しかったとの声も。

その後、帰路へ。お疲れ様・・・・

　修学旅行とは辞書に『生徒に日常経験しない土地の

自然及び文化を見聞させるために教職員が引率して行

う旅行』とある。日本の自然、文化を各々感じ取った

４日間。仲間と思う存分遊んだ4日間････観光旅行と

捉えても悪くはない。日本文化の息づく地に立ち、

人間を含む様々な事物を『観(み)』て、そこに輝く

『光』を感じ包まれたに違いないのだから。

　この経験が彼等の今後の人生の支えの一つとなるで

あろう事を信じる！

RC交換留学生修学旅行報告
2016年3月26日（土）～29日（火）

HIROSHIMA/OKAYAMA/OSAKA
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　去る 4月 10 日、国際ローターリー第 2610 地区・2016-17 年度のための地区研修・協議会が、
砺波市文化会館を中心として開催されました。従来の開催時期よりも約 1.5 か月早まったことも
あり、準備不足が懸念されておりましたが、ホストの砺波ロータリークラブをはじめとして関
係各位の献身的なご努力と、65 ロータリークラブのご理解とご協力のおかげで 1,000 名を超え
る登録をいただき無事開催することができました。
　本会議に先立って開催された次期クラブ会長会議では、次年度の活動方針と計画、予算案の
承認が行われました。午後からの全体会議Ⅰでは、ホストクラブ稲垣会長の開会の辞に続いて、
夏野砺波市長から歓迎の挨拶を受けました。続いて柳生ガバナーの挨拶の後、岡部ガバナーエ
レクトが「語り合おうロータリー」の旗印のもと所信表明を行いました。ロータリーリーダーシッ
プ研究会の新設、危機管理委員会の充実、国際ロータリー会長表彰への挑戦、ロータリー財団
100 周年への取り組み等々、新しい提案を力強く発表しました。
　基調講演はロータリー公共イメージコーディネーターの髙野孫左ヱ門様より「戦略計画とク
ラブの活性化」というテーマでお話をいただいたのに続き、ロータリー財団地域コーディネー
ター補佐の舟木いさ子様より「ロータリー財団 100 周年」というテーマでお話をいただきました。
　分科会は「クラブの強化と継続性」「人道的奉仕の実践」「公共イメージの向上と実践」入会
3年未満の会員を対象とした「ロータリーの魅力」の 4つに分かれて行われました。
　限られた時間の中で十分な議論をし尽くしたとは言えないものの、両講師にもご参加いただ
き、活発な意見交換がなされ、次年度に向けた各委員合活動の方向性や改善すべき点が見いだ
すことができました。
　この地区研修・協議会を契機に、各セクションの活動が活発化し、岡部年度の発進に向けて
のアプローチランが始まりました。今後ともロータリーの発展のためにより一層のご尽力を賜
りますようお願い申し上げます。

2016－17年度のための地区研修・協議会の報告
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新会員・退会者（3月）

入会された方

退会された方

退会された方 退会された方

R 財団・米山記念奨学会 寄付者（3月）

高邑　吉房
前田　研一

前川　達哉
谷口　　豊
泉田　千鶴
柴田　雅人
中島　直人
蟹瀬　　克
中村　俊治
勝山　達郎
西村　信夫
中村　眞二
安田　　徹
藤本真一郎

能 美 R C

能 美 R C

森　　 茂
中野　一輝
中橋　勝美
上出　衛二
山本　正敏
小林　幹雄

千代　敏博
松田　真一

富山中 RC

新家　久司
柳生　好春

金森勇四郎
山上信次郎

中村　雅代
濱本　学泰

3 月 1 日
3 月 31 日

3 月 1 日
3 月 22 日
3 月 17 日
3 月 28 日
3 月 3 日
3 月 7 日
3 月 1 日
3 月 1 日
3 月 2 日
3 月 8 日
3 月 3 日
3 月 1 日

3 月 27 日

3 月 27 日

3 月 3 日
3 月 22 日
3 月 28 日
3 月 28 日
3 月 28 日
3 月 28 日

2 月 15 日
3 月 28 日

3 月 3 日

3 月 22 日
3 月 3 日

3 月 11 日
3 月 4 日

3 月 31 日
3 月 18 日

入 善
富 山

富 山
富 山
新湊中央
砺 波
小矢部中
金 沢 東
白 山
金沢百万石
野 々 市
小 松 東
羽 咋
七尾みなと

創立45周年記念
2,000ドル

創立45周年記念
20万円

富 山 中
金 沢
小 松
小 松
小 松
小 松

黒部中央
野 々 市

創立40周年記念
年次寄付

金 沢
野 々 市

高 岡 西
輪 島

金 沢 西
小 松

國清　敏之
村上　陽一
片山　和弘
小山　保昭
新木富士雄
漆畑　有浩
竜田　和弥
黒崎　隆之
鷲尾　　勝
城福　太一
畑山　久雄
重松　雅人
栫井　　真
成島　和仁
本田　哲哉
稲山　訓央

3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 24 日
3 月 25 日
3 月 31 日
3 月 4 日
3 月 25 日
3 月 5 日
3 月 30 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日

富 山
富 山
富 山
富 山
富 山
富 山 中
富 山 西
新 湊
高 岡
高岡万葉
南 砺
高 岡 西
金 沢
金 沢 東
金 沢 東
金沢百万石

クラブ寄付

使徒指定寄付

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・フェロー

クラブ寄付

米山功労者　メジャードナー

米山功労者　マルチプル

米山功労者

村中高次郎
株式会社アータイ
米山特別功労法人

3 月 29 日 100 万円

10回
11回

7回
6回

1回
1回

3回
6回
7回
5回
6回
4回

ご冥福をお祈り致します
南　　喬（小松東 RC）
H 28年３月23日（享年70歳）
アルマ技研株式会社
ロータリー歴 31 年
1984 年 11 月入会

　４月23日ホテル金沢におきまして、2016学年度新規米山奨
学生・カウンセラーオリエンテーションが柳生ガバナー、岡部
ガバナーエレクトをお迎えして開催されました。本年度の奨学
生の採用数は継続、新規あわせて18名ですが、そのうち新規
10名（クラブ支援継続含む）の奨学生と８名のカウンセラーが
出席しました。初対面ということもあり、最初は緊張した面持
ちでありましたが、お互いに自己紹介をし、オリエンテーション
後の懇親会では打ち解け、今後の奨学生としての活動に決意を
新たにしました。

千原　浩一
金丸　雅人
棟尾　　晃
船木　一浩
高梨　敏明
宮森　忠利
定免　清美
鴻野　俊雄
横井　良弘

3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 31 日
3 月 25 日
3 月 25 日
3 月 31 日
3 月 3 日
3 月 31 日
3 月 31 日

金 沢 北
金 沢 北
金沢みなと
金 沢 西
金 沢 西
小 松 東
羽 咋
中 島
志 賀

２０１６学年度  新規米山奨学生・カウンセラーオリエンテーション
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例会出席報告（3月分）

分
区 クラブ名 出席率

（％）
当月
順位

通算
出席率
（％）

通算
順位

会員数（人）

期初 月末 増減

富
山
第
１
分
区

朝       日 75.71 49 71.28 61 25 28 3 

黒       部 73.21 57 73.64 56 15 15 0 

黒 部 中 央 78.88 42 77.67 46 19 18 ｰ1 

滑       川 75.00 51 76.38 53 6 5 ｰ1 

入       善 84.00 28 65.29 64 15 10 ｰ5 

宇  奈  月 64.21 65 65.08 63 19 19 0 

魚       津 74.99 52 77.88 45 32 32 0 

魚  津  西 80.48 38 77.03 52 30 30 0 

８ Ｒ Ｃ 75.81 9 73.03 9 161 157 ｰ4 

富
山
第
２
分
区

越 中 八 尾 100.00 1 99.51 4 23 21 ｰ2 

上       市 77.38 45 76.51 50 21 21 0 

立       山 71.86 59 71.23 60 14 17 3 

富       山 76.33 47 78.50 43 94 91 ｰ3 

富山ｼ ﾃ ｨ ｰ 69.92 60 63.79 65 81 82 1 

富  山  南 74.50 55 73.01 57 54 58 4 

富山みらい 81.10 34 81.19 41 78 82 4 

富  山  中 80.77 35 82.13 37 57 60 3 

富  山  西 95.67 8 93.88 9 60 60 0 

富山大手町 74.78 53 76.74 49 44 47 3 

10 Ｒ Ｃ 80.23 7 79.65 8 526 539 13 

富
山
第
３
分
区

射       水 82.83 32 86.17 27 28 29 1 

東 と な み 78.75 43 82.10 38 20 20 0 

新       湊 86.07 24 87.40 23 41 44 3 

新 湊 中 央 94.37 9 85.44 32 14 14 0 

高       岡 100.00 1 100.00 1 68 69 1 

高 岡 万 葉 99.06 5 99.57 3 77 77 0 

砺       波 91.14 16 90.38 15 51 51 0 

７ Ｒ Ｃ 90.32 2 90.15 1 299 304 5 

富
山
第
４
分
区

氷       見 90.11 19 88.73 18 44 43 ｰ1 

氷 見 中 央 100.00 1 88.18 28 12 12 0 

南　　　砺 75.98 48 75.98 54 53 53 0 

小　矢　部 83.50 31 83.74 33 38 37 ｰ1 

小 矢 部 中 90.05 20 92.75 10 42 43 1 

高  岡  北 93.07 14 90.02 17 43 44 1 

高  岡  西 100.00 1 100.00 1 57 59 2 

７ Ｒ Ｃ 90.39 1 88.49 2 289 291 2 

65ＲＣ合計 83.44 83.81 2,591 2,644 55 

分
区 クラブ名 出席率

（％）
当月
順位

通算
出席率
（％）

通算
順位

会員数（人）

期初 月末 増減

石
川
第
１
分
区
A

河       北 79.83 41 82.76 36 20 22 2 

河  北  南 89.58 21 93.46 7 16 17 1 

金        沢 90.21 17 90.30 14 114 119 5 

金  沢  東 84.51 27 87.79 20 95 101 6 

金沢香林坊 77.77 44 77.82 48 104 108 4 

金  沢  南 93.87 10 94.44 6 56 56 0 

６ Ｒ Ｃ 85.96 3 87.76 3 405 423 18 

石
川
第
１
分
区
B

白　　　山 72.83 58 85.43 29 34 33 ｰ1 

白 山 石 川 80.34 39 81.00 40 36 37 1 

金沢百万石 68.02 64 66.65 62 41 43 2 

金  沢  北 75.36 50 76.32 51 50 49 1 

金沢みなと 84.81 25 80.12 42 48 47 ｰ1 

金　沢　西 90.20 18 89.81 16 46 50 4 

野 々 市 86.28 23 91.29 12 41 41 0 

７ Ｒ Ｃ 79.69 8 81.52 7 296 300 6 

石
川
第
２
分
区

加       賀 83.85 29 87.75 19 48 50 2 

加 賀 中 央 97.06 6 94.01 8 35 34 ｰ1 

加 賀 白 山 84.60 26 87.21 25 30 30 0 

小       松 76.76 46 83.45 35 59 60 1 

小  松  東 80.50 37 84.89 31 35 34 ｰ1 

小松シティ 86.72 22 87.70 22 31 32 1 

能       美 93.42 13 86.75 30 57 57 0 

山       中 80.26 40 77.94 47 19 19 0 

８ Ｒ Ｃ 85.40 4 86.21 4 314 316 2 

石
川
第
３
分
区

羽       咋 93.57 12 88.62 20 26 28 2 

中能登まほろば 83.53 30 88.75 13 17 17 0 

中       島 80.55 36 86.10 26 10 9 ｰ1 

七       尾 69.70 61 72.43 58 52 53 1 

七尾みなと 92.78 15 87.24 24 43 46 3 

志       賀 74.74 54 79.60 44 18 18 0 

富       来 73.30 56 74.83 55 15 15 0 

７ Ｒ Ｃ 81.17 6 82.51 6 181 186 5 

石
川
第
４
分
区

穴       水 93.72 11 92.28 11 14 14 0 

能       都 69.08 63 83.48 34 32 37 5 

珠       洲 81.40 33 81.54 39 27 28 1 

内       浦 69.40 62 72.93 59 15 16 1 

輪       島 96.25 7 94.76 5 32 33 1 

５ Ｒ Ｃ 81.97 5 85.00 5 120 128 8 

2016年３月末日現在
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ロータリー財団地区補助金事業

富山南ロータリークラブ

小矢部中ロータリークラブ

富山西ロータリークラブ

志賀ロータリークラブ

小矢部ロータリークラブ

ものづくり支援
（新世代のために）

フィリピン・ネグロス島の小学校
へ靴を贈る支援事業

富山市立愛育園支援事業

志賀高校存続プロジェクト

小矢部市内小学校「新入学児童へ
ランドセルカバー贈呈」事業

国際ロータリー第2610地区
2015－2016年度　ガバナー事務所

〒921-8161 石川県金沢市有松5-8-28 ㈱日本エルディアイ3F
TEL:076-245-5575　FAX:076-245-5576
MAIL:yagyu15-16@rotary2610.jp

ガバナーマンスリー表紙デザイン　５月「杜若」

　5月は杜若（かきつばた）をデザインさせて頂きました。新緑の季節を前に柳生
ガバナーとお話をさせていただき杜若に決めていただきました。花言葉は「幸運
はかならず来る」・「幸せはあなたのもの」です。

 加賀友禅作家　田嶋　秀之　野々市ロータリークラブ

5月  行事予定表

＜青少年奉仕月間＞
8日（日） 射水ＲＣ３５周年記念式典 射水市小杉文化ホール 13：30～

14・15日（土･日） 地区国際青少年交換受入派遣学生ロータリー・ウィークエンド 国立立山青少年自然の家（富山）

15日（日） ローターアクトクラブ次期指導者研修会 菱機工業株式会社 9：30～

21・22日（土･日） 第21回青少年交換研究会・東京会議 国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ 13：00～

28～6/1日（土･日） 国際大会 韓国・ソウル

29日（日） 珠洲ＲＣ創立50周年記念例会 ラポルト珠洲 14：00～

編
集
後
記

　東京オリンピックのエンブレ
ムが決定し、オリンピックに
向けたムードも盛り上がるの
ではと感じます。地区研修・
協議会では、次年度岡部ガ
バナーの所信表明も行われ、
次年度に向けてスタートをきり
ました。今年度もあと２か月、
柳生ガバナーの３つの目標に
向けて頑張っていきましょう。

　４月23日リファーレにおいて、インターアク
ター・保護者・先生・ロータリーメンバー29名
の参加で開催された。初めに、川合委員長から
「この度のオーストラリア研修旅行は皆さんに
とって大変成果のある旅行だったと思います。
一か月前のことを思い出しながら一人2～3分で
報告をしてください。」で始まり、インターア
クターの体験発表が行われました。

第 2720 地区（熊本・大分）野田三郎
ガバナーが設置された「熊本地震総合
支援室」へ当地区からも義援金のご協
力をお願いいたします。
クラブでお取り纏めの上、ガバナー事
務所までお振込ください。
受付期間／ 5月末日までによろしく
お願いいたします。

熊本地震への義援金
ご協力のお願い

インターアクト海外研修旅行事後報告会


